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し
た
。

市
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

82
億
円
の
発
行
を
含
め
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
20
・
８
％

増
の
１
２
１
億
７
３
７
０
万
円

を
見
込
み
ま
し
た
。

財
源
の
不
足
分
は
、
財
源
調

整
基
金
か
ら
27
億
円
を
取
り
崩

す
ほ
か
、
病
院
事
業
会
計
や
中

央
卸
売
市
場
事
業
会
計
、
土
地

開
発
基
金
か
ら
合
計
15
億
円
を

借
り
入
れ
ま
す
。

歳
出
（
支
出
）
で
は
、
生
活

保
護
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が

増
大
す
る
な
ど
依
然
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
重
点
施
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、

市
長
や
議
長
な
ど
の
交
際
費
、

職
員
の
人
件
費
、
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
、
施
設
の
管
理
な
ど

の
委
託
料
を
見
直
し
、
歳
出
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

補
助
金
や
委
託
料
を
見
直
し

歳
入
（
市
の
収
入
）
の
柱
と

な
る
市
税
は
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
３
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
８
２
７
億
９
５
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
個
人
・
法
人

市
民
税
に
加
え
、
15
年
度
は
固

定
資
産
税
も
減
収
を
見
込
み
ま

依
然
厳
し
い
財
政
状
況

第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
26
日
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。
開

会
に
あ
た
り
藤
代
孝
七
市
長
は
「
県
内
初
の
中
核
市
・
船
橋
の
誕
生
、

Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル
『
フ
ェ
イ
ス
』
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
転
機

の
年
に
あ
た
る
15
年
度
は
、
21
世
紀
に
大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
市
政
運
営
に
全
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

15
年
度
市
政
執
行
方
針

大
き
な
飛
躍
へ
の
新
た
な
一
歩
を

４
月
１
日
に
本
市
は
県
内
で

初
め
て
中
核
市
に
移
行
し
ま
す
。

福
祉
な
ど
の
市
民
生
活
に
身
近

な
仕
事
を
市
が
直
接
行
う
こ
と

で
、
手
続
き
が
よ
り
簡
素
化
し
、

処
理
が
迅
速
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
騒
音
や
悪
臭
等
の
防

止
な
ど
の
環
境
保
全
に
関
す
る

業
務
を
市
が
一
貫
し
た
体
制
で

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
都
市
計
画

に
関
す
る
許
認
可
や
屋
外
広
告

物
の
規
制
な
ど
を
市
が
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

保
健
所
の
設
置
に
よ
り
、
県

と
市
で
分
担
し
て
い
た
母
子
保

健
な
ど
の
業
務
を
市
と
し
て
一

市
が
保
健
所
を
設
置

貫
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
食
品

衛
生
や
感
染
症
の
予
防
対
策
な

ど
効
率
的
で
総
合
的
な
保
健
衛

生
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

中
核
市
と
し
て
の
新
た
な
仕

事
や
、
フ
ェ
イ
ス
内
の
総
合
窓

口
な
ど
を
紹
介
す
る
市
民
便
利

帳
を
、
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
制
施
行
か
ら
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
ま
と
め
た
市
政
記

録
映
画
を
制
作
し
、
ビ
デ
オ
な

ど
で
貸
し
出
し
ま
す
。

同
じ
く
中
核
市
で
、
縄
文
遺

跡
が
あ
る
相
模
原
市
、
横
須
賀

市
、
浜
松
市
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
を
開
催
し
、
縄
文
文
化
を

通
じ
た
交
流
を
行
い
ま
す
。

ビ
ル
の
５
階
に
は
、
戸
籍
や

福
祉
・
税
な
ど
の
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
同
セ

ン
タ
ー
は
、
平
日
は
午
後
８
時

ま
で
、
さ
ら
に
第
２
・
４
土
曜

日
と
そ
の
翌
日
の
日
曜
日
お
よ

び
祝
日
も
午
後
５
時
ま
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
利

用
で
き
る
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

４
月
に
再
開
発
ビ
ル

「
フ
ェ
イ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン

移
行
を
記
念
し
て

多
彩
な
事
業
を
実
施

６
階
に
は
、
船
橋
の
文
化
を

育
む
拠
点
の
一
つ
と
し
て
多
機

能
の
小
ホ
ー
ル
「
市
民
文
化
創

造
館
」
を
開
設
し
ま
す
。

７
階
に
は
、
申
請
し
た
パ
ス

ポ
ー
ト
を
受
け
取
れ
る
中
央
旅

券
事
務
所

南
分
室
や
船
橋
社

会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
の
開
設
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
献
血
ル
ー
ム
も
移
転
し

て
き
ま
す
。

ビ
ル
周
辺
も
、
再
開
発
事
業

に
併
せ
た
駅
前
広
場
の
整
備
に

よ
り
、
広
場
の
拡
大
が
図
ら
れ

ま
す
。
歩
行
者
と
車
両
を
分
離

す
る
こ
と
で
安
全
な
歩
行
ス
ペ

ー
ス
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地

下
部
分
に
は
自
転
車
駐
輪
場
１

４
４
６
台
、
駐
車
場
１
８
６
台

の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
ま
す
。

再
開
発
事
業
と
並
行
し
て
、

県
、
鉄
道
事
業
者
と
と
も
に
進

め
て
い
る
京
成
本
線
の
連
続
立

体
交
差
化
事
業
も
、
早
期
完
成

を
目
指
し
、
引
き
続
き
推
進
に

努
め
ま
す
。

連
続
立
体
化
も
着
実
に
推
進

文
化
・
芸
術
活
動
を
応
援

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
子
育
て
世
代
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

第
４
は
、
公
園
整
備
や
治

水
対
策
で
す
。

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

の
公
園
用
地
や
緑
地
を
取
得

し
ま
す
。
下
水
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
15
年
度
内
に
普
及

率
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
二ふ

た

重え

川
の
川
幅

を
広
げ
、
自
然
を
活
か
し
た

護
岸
の
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

15
年
度
は
、
財
政
難
の
中
、

市
民
生
活
に
不
可
欠
な
事
業

を
幅
広
く
実
施
し
な
が
ら
既

存
の
事
務
・
事
業
の
徹
底
的

な
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
で

効
率
的
な
市
政
運
営
に
全
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

第
２
は
、
船
橋
駅
南
口
再
開

発
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
で
す
。

公
募
に
よ
り
名
称
を
募
集
し
、

「
フ
ェ
イ
ス
」
に
決
ま
っ
た
地
上

14
階
、
地
下
３
階
の
ビ
ル
の
オ

ー
プ
ン
と
駅
前
広
場
の
完
成
に

よ
り
、
船
橋
の
表
玄
関
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
ビ
ル
に
は
戸

籍
や
福
祉
、
税
な
ど
の
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
業
務
時

間
を
大
幅
に
拡
大
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

第
３
は
、
福
祉
の
充
実
で
す
。

少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
対
応
し
た
、
新
た
な
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
支
援
費
制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
か
ら
障
害
者
福
祉
サ

そ
の
よ
う
な
中
、
重
点
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
補

助
金
や
委
託
料
な
ど
を
見
直
す

な
ど
歳
出
の
削
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
他
の
会
計
か
ら
の
借

り
入
れ
に
よ
り
財
源
を
捻ね

ん

出
し
、

予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

新
年
度
の
市
政
に
取
り
組
む

に
当
た
り
、
次
の
４
点
に
特
に

力
を
置
き
ま
し
た
。

第
１
は
、
中
核
市
・
船
橋
の

誕
生
で
す
。

市
民
生
活
に
身
近
な
業
務
や
、

環
境
、
都
市
計
画
に
関
す
る
許

認
可
や
権
限
が
県
か
ら
移
譲
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
保
健
所
を
設

置
し
、
よ
り
効
率
的
で
総
合
的

な
保
健
衛
生
の
施
策
を
進
め
ま

す
。
中
核
市
と
し
て
の
大
き
な

権
限
を
活い

か
し
、
市
の
活
性
化

と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
市
民
生

平
成
15
年
度
、
本
市
は
、
県

内
初
の
中
核
市
へ
の
移
行
や
Ｊ

Ｒ
船
橋
駅
南
口
の
再
開
発
ビ
ル

「
フ
ェ
イ
ス
」の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

21
世
紀
に
大
き
く
飛
躍
す
る
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
依
然
不
透
明

な
経
済
情
勢
の
中
、
歳
入
の
根

幹
を
な
す
市
税
は
減
少
し
、
歳

出
に
お
い
て
も
、
義
務
的
経
費

で
あ
る
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶

助
費
が
増
大
す
る
な
ど
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

生まれ変わる船橋

中核市への移行と
再開発ビルのオープン

一般会計 １３９７億７０００万円
（前年度比０．２％増）

特別会計 １２２４億１３２０万円
（前年度比４．４％減）

企業会計 １５２億６７００万円
（前年度比７．５％減）

全会計 ２７７４億５０２０万円
（前年度比２．４％減）

カウンターも設置され、オープンの準備が進む総合窓口センター カウンターも設置され、オープンの準備が進む総合窓口センター 

まもなく多くの人が行き交う「フェイス」へのペデストリアンデッキ
（歩行者専用通路）

船橋市長 藤代孝七

健康な市民生活のために 健康な市民生活のために 



Ｊ
Ｒ
西
船
橋
駅
や
新
京
成
二

和
向
台
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
を
設
置
す
る
鉄
道
事
業
者
に

助
成
し
、
駅
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
支
援
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
７

号
線
（
南
本
町
馬
込
町
線
）
な

ど
７
路
線
の
整
備
を
は
じ
め
、

小
学
校
専
任
の
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
増
員

し
、
全
小
学
校
55
校
で
英
会

話
学
習
や
国
際
交
流
活
動
を

行
い
ま
す
。

豊
富
中
に
給
食
施
設
を
整

備
し
、
16
年
度
か
ら
す
べ
て

の
中
学
校
で
自
校
方
式
に
よ

る
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

丸
山
小
で
は
よ
り
衛
生
的
な

調
理
が
で
き
る
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
給
食
施
設
に
改

修
し
ま
す
。

宮
本
中
の
耐
震
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。
中
野
木
小
の
耐
震

補
強
設
計
の
ほ
か
、
二
宮
小
、

飯
山
満
南
小
、
三
田
中
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

児
童
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
行
田
東
小
の
教
室
の
増
築
や

海
神
南
小
の
校
舎
増
築
設
計
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
古
和
釜
小

の
プ
ー
ル
や
湊
中
の
体
育
館
屋

根
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
の

施
設
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
図
書
の
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
、
４
図
書
館
、
６
公

民
館
図
書
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
ぶ
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
え
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
Ｉ
Ｔ

ア
イ
テ
ィ

講
習
会
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
ヘ
イ

ワ
ー
ド
市
の
友
好
代
表
団
が
訪

れ
、
中
核
市
移
行
記
念
式
典
に

参
加
し
ま
す
。
ま
た
友
好
都
市

中
国
・
西
安
市
か
ら
教
育
友
好

交
流
団
50
人
が
訪
れ
、
船
橋
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
す

西
安
市
の
子
ど
も
た
ち
と

船
橋
で
交
流

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

図
書
の
予
約
が
で
き
ま
す

事
業
の
創
出
を
促
進
す
る
た

め
、
個
人
に
よ
る
創
業
お
よ
び

新
た
に
企
業
を
設
立
し
て
事
業

を
行
う
事
業
者
へ
貸
し
付
け
す

る
（
仮
称
）
創
業
支
援
資
金
を

設
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
中
小
企

業
向
け
の
融
資
制
度
の
要
件
を

緩
和
し
、
対
象
事
業
者
を
拡
大

し
ま
す
。

施
設
園
芸
の
振
興
の
た
め
に

農
林
水
産
業
の
振
興

新
た
な
融
資
制
度
を
創
出

ハ
ウ
ス
の
設
置
等
や
農
業
研
修

に
対
し
て
助
成
し
、
農
業
の
担

い
手
を
育
成
し
ま
す
。
良
好
な

漁
場
を
つ
く
る
た
め
、
藻
場
の

造
成
等
や
、
カ
レ
イ
の
稚
魚
を

養
殖
・
放
流
し
ま
す
。

現
在
、
東
武
百
貨
店
船
橋
店

内
に
あ
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
南
口
再
開
発
ビ
ル
・
フ
ェ
イ

ス
の
５
階
に
移
転
し
ま
す
。
第

２
・
４
土
曜
日
に
も
開
設
し
、
時

間
も
拡
大
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

フ
ェ
イ
ス
に
移
転

夜
間
急
病
診
療
所
の
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
の
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で
、
小
児
科
医
を
引
き

続
き
常
駐
さ
せ
て
、
初
期
救
急

小
児
初
期
診
療
の
充
実
を

診
療
を
行
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
２
０
０
円
の
自

己
負
担
額
を
支
払
う
だ
け
で
、

診
療
が
受
け
ら
れ
る
乳
幼
児
医

療
費
助
成
受
給
券
を
発
行
し
ま

す
。母

子
家
庭
な
ど
に
対
す
る
施

策
で
は
、
新
た
に
就
職
・
転
職

の
た
め
の
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

や
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
講
習
会

の
開
催
な
ど
、
母
子
家
庭
等
の

就
業
や
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

母
子
家
庭
等
の
自
立
を
支
援
　

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
が

受
け
や
す
く

高
齢
者
が
気
の
合
う
仲
間
と

協
力
し
合
っ
て
自
立
し
た
生
活

を
す
る
「
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
」

施
設
を
運
営
す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
に
助
成
し
ま
す
。

郵
便
局
員
が
虚
弱
な
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

安
否
を
確
認
す
る
事
業
を
始
め

ま
す
。

痴
ほ
う
の
高
齢
者
が
い
る
家

庭
に
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

見
守
り
を
行
う
支
援
員
を
派
遣

し
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
を

軽
減
す
る
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員

訪
問
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

市
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
建
設
す
る
３
つ
の
法
人
に

対
し
て
建
設
費
を
助
成
し
、
施

設
整
備
を
進
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
制
度
が
４
月

心
身
障
害
者
の

支
援
費
制
度
に
対
応

郵
便
局
員
に
よ
る

安
否
確
認
を
始
め
ま
す

か
ら
支
援
費
制
度
に
改
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
施
設
へ
の
入
所

や
、
障
害
者
（
児
）
が
利
用
す

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利

用
料
を
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

市
で
は
、
心
身
の
発
達
に
遅

れ
が
あ
る
幼
児
の
保
護
者
か
ら

の
相
談
な
ど
に
応
じ
る
、
親
子

教
室
な
ど
を
６
か
所
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
拠
点
施
設
と
し

て
（
仮
称
）
こ
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
増
進
と
保
持
の

た
め
、
本
郷
町
に
保
健
セ
ン
タ

ー
を
、
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

と
の
複
合
施
設
と
し
て
15
・
16

年
度
の
２
か
年
で
建
設
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
保
健
セ

ン
タ
ー
は
、
中
央
、
東
部
、
北

部
と
合
わ
せ
て
４
か
所
に
な
り

ま
す
。

西
部
地
区
に
福
祉
・
健
康
の

複
合
施
設
を
建
設

全
小
学
校
で
英
語
に
親
し
む

環
境
を
整
え
ま
す

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

交
差
点
の
改
良
や
歩
道
、
通
学

路
の
整
備
な
ど
、
安
全
の
確
保

や
渋
滞
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
船
橋
駅
に
駐
輪
場
を

増
設
す
る
ほ
か
、
主
要
な
駅
周

辺
に
街
頭
指
導
員
を
配
置
し
、

迷
惑
駐
輪
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

二ふ
た

重え

川
、
中
野
木
川
な
ど
の

改
修
を
引
き
続
き
進
め
る
ほ
か
、

水
害
を
防
止
す
る
た
め
に

河
川
の
改
修
を
推
進

迷
惑
駐
輪
の
防
止
を

木
戸
川
改
修
事
業
の
設
計
お
よ

び
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
排
水
施
設
な
ど
を
設
け
る

町
会
に
助
成
し
ま
す
。

下
水
道
で
は
、
15
年
度
に
普

及
率
が
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

田
喜
野
井
北
公
園
の
用
地
を

取
得
し
ま
す
。
天
沼
弁
天
池
公

園
に
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
ほ
か
、
駿
河
台
２
丁
目
に

公
園
を
開
設
し
ま
す
。

減
少
し
て
い
る
都
市
部
の
緑

地
を
保
全
す
る
た
め
、
国
の
補

助
を
受
け
、
行
田
緑
地
を
取
得

し
ま
す
。

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の

公
園
の
整
備
と
緑
の
保
全
を

下
水
道
普
及
率
を

50
パ
ー
セ
ン
ト
に

西
船
連
絡
所
の
サ
ー
ビ
ス
拡

充
の
要
望
に
応
え
、
連
絡
所
を

格
上
げ
し
、
出
張
所
を
建
設
し

ま
す
。
場
所
は
京
成
西
船
駅
近

く
の
済
生
会
病
院
跡
地
で
、
17

年
１
月
の
開
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

老
朽
化
し
た
中
央
消
防
署
本

中
山
出
張
所
に
か
え
て
、（
仮

称
）
中
央
消
防
署
本
郷
分
署
を

15
・
16
年
度
で
建
設
し
ま
す
。

沿
岸
部
で
の
水
難
事
故
に

対
応
す
る
た
め
、
水
難
救
助

活
動
に
必
要
な
資
機
材
の
整

備
、
職
員
の
潜
水
技
術
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降

の
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
、

直
下
型
地
震
に
も
対
応
す
る

た
め
に
見
直
し
を
進
め
て
き

た
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

道路の整備や
駅のバリアフリー化を

中小企業への
融資を充実

習
志
野
台
第
二
小
学
校
の
敷

地
内
に
建
設
し
て
い
た
定
員
70

人
の
（
仮
称
）
ア
ン
デ
ル
セ
ン

第
二
保
育
園
は
、
４
月
に
開
園

し
ま
す
。
西
船
近
隣
公
園
脇
に

14
・
15
年
度
の
２
か
年
で
建
設

し
て
い
る
定
員
70
人
の
（
仮
称
）

民
設
民
営
方
式
で

保
育
園
を
整
備

西
船
み
ど
り
保
育
園
は
、
今
年

秋
の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
２
園
で
は
本
市

で
初
め
て
、
日
曜
日
・
祝
日
に

お
子
さ
ん
を
預
か
る
休
日
保
育

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
一
時

保
育
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
市
内
の
一
時
保
育
を
行
う
保

育
園
は
８
園
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
需
要
の
高
い
行

田
、
田
喜
野
井
地
区
に
（
仮
称
）

行
田
な
か
よ
し
保
育
園
、（
仮
称
）

田
喜
野
井
旭
保
育
園
を
建
設
す

る
社
会
福
祉
法
人
に
、
そ
れ
ぞ

れ
補
助
を
行
い
、
16
年
度
当
初

の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

保
育
園
内
の
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
の
予
防
の
た
め
、
６
か

月
未
満
の
乳
児
を
預
か
る
市
立

保
育
園
に
、
乳
児
の
呼
吸
な
ど

を
モ
ニ
タ
ー
し
異
常
を
知
ら
せ

る
機
器
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
計
画
の
15
年
度

中
の
策
定
に
向
け
て
、
引
き
続

き
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

広
く
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
い

子
育
て
情
報
誌
を
作
成
し
ま
す
。

子
育
て
情
報
誌
を
作
成

快適で安全なまちづくり 教
育
の
充
実
・
生
涯
学
習
・
文
化
の
振
興

地域経済の活性化

（2）平成15年（2003年）３月１日 No.1038

15
・
16
年
度
で

西
部
地
区
に
出
張
所
を
建
設

3月15日に中核市特集号を発行します 中核市推進課 ４３６－２９３２

西船橋駅営団東西線ホームの 
エスカレーター 
西船橋駅営団東西線ホームの 
エスカレーター 

ハウスで小松菜を栽培（西船） ハウスで小松菜を栽培（西船） 

解体撤去が始まる高根台団地で 
訓練を行う消防隊 
解体撤去が始まる高根台団地で 
訓練を行う消防隊 

。

楽しく英語を学びます（古和釜小で） 楽しく英語を学びます（古和釜小で） 

福祉・保健・医療の充実

安心して子どもを
産み育てられる環境を

給
食
室
の
整
備
や
耐
震
改
修
を
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場
、
各
出
張
所
・
連
絡
所
で
配
布

決
定
通
知

結
果
は
３
月
20

日

に
申
請
者
全
員
に
発
送
し

駐輪場の利用者を
追加募集します

一
次
募
集
で
空
き
の
あ
っ
た

駐
輪
場
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。募

集
す
る
駐
輪
場

下
表

利
用
期
間

４
月
１
日
〜
16

年
３
月
31
日
※
１
年
ご
と
の
切

り
替
え
。
１
か
月
単
位
の
利
用

も
可塚

田
駅
駐
輪
場
は
、
土
地
の

所
有
者
の
都
合
に
よ
り
４
月
か

ら
６
月
末
ま
で
の
３
か
月
の
利

用
と
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

住
居
や
勤

務
先
な
ど
が
、
利
用
す
る
駅
か

ら
お
お
む
ね
800
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
人
※
一
人
１
駅
１
件
の
み

申
込
み

３
月
７
日

（
必

着
）
ま
で
に
申
請
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
書
い
て
直
接
ま
た
は

郵
送
で
交
通
安
全
課
へ
※
申
請

ハ
ガ
キ
は
同
課
、
下
表
の
駐
輪

自転車等駐輪場
募集台数コード

駅
駐
輪
場

２

３

４

５

６

７
８

１
２
４
１
３
４
５
７
９
２
３
５
９
10
２
６
７
１
２
１
２
１
１

船橋駅第２
　〃　第４
東船橋駅第１
　  〃    第３
　  〃    第４
　  〃    第５
　  〃    第７
　  〃    第９
西船橋駅第２
　  〃    第３
　  〃    第５
　  〃    第９
　  〃    第10
船橋法典駅第２
　   〃      第６
　   〃      第７
原木中山駅第１
　   〃      第２
下総中山駅第１
　   〃      第２
南船橋駅
新船橋駅

130
1100
410
170
10
180
270
400
　20
200
320
400

　　480
　
15
170
90
50
480
360
440
300

 
 
　
250
　
　
170
40
　

170
180
10

　　40

屋根

　
 ○

 ○
 ○

○自
 ○

 ○
 ○
 ○

 ○
 ○

20
21

22

23

24

25

15

17

19

14

13

９ １
１
２
３
２
６
１
２
１
31
３
１
１
２
２
３
４
５
１
２
１

塚田駅
薬園台駅第１　 
　  〃    第２
　  〃    第３
習志野駅第２
北習志野駅第６
高根公団駅第１
　  〃       第２
三咲駅
二和向台駅第１屋上
　　〃　　第３
小室駅
東海神駅第１
　  〃    第２
飯山満駅第２
　  〃    第３
　  〃    第４
　  〃    臨時
船橋日大前駅
　   〃   　  臨時
三山車庫第１

自転車 原付
260
630
770
120
50
20
15
330
　640
690
890

　　1140
　830
770
770
130
40
560
110
430
190

 
 
40
　　
　
　

170
　

90
100
130
　　
90

　

 ○

※自…自転車、原付…50cc以下

自転車等駐輪場
募集台数コード

駅
駐
輪
場

屋根
自転車 原付

交通安全課 ４３６－２２９３
（〒273-8501※住所不要）

ま
す
※
以
後
空
き
の
あ
る
駐
輪

場
は
、
３
月
25
日

か
ら
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

市
・
県
民
税
、
所
得
税
、

国
民
健
康
保
険
料

申
告
は
お
済
み
で
す
か

各
種
の
申
告
の
受
付
は
３

月
17
日

ま
で
、
下
表
の
会

場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
。

混
雑
す
る
場
合
は
早
め
に
受

付
を
締
め
切
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
締
め
切
り
近

く
に
な
る
と
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
人
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
の
申
告
は
不

要
で
す
。
な
お
、
各
申
告
用

紙
の
必
要
な
人
は
、
各
問
合

3月17日
まで所

得

税

船
橋
税
務
署

422
・
６
５
１
１

市
・
県
民
税

市
役
所
市
民
税
課

436
・
２
２
１
５

国
民
健
康
保
険
料

市
役
所
国
民
健
康
保
険
課

436
・
２
３
９
５

問 合 せ

取
得
・
廃
車
・
名
義
変
更

軽自動車税に関する問合せ
税制課蕁436－2203

市
役
所
税
制
課
、
二
宮
・
高
根
台
・

豊
富
・
習
志
野
台
・
芝
山
・
二

和
の
各
出
張
所

軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉
事
務
所

千
葉
市
美
浜
区
新
港
　 

〜
８

蕁
　
・
　
・
０
１
６
３

223

043

245

習
志
野
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
　
習
志
野
台
８ 

〜 

　
〜 

１

蕁
　
・
６
５
０
１

462
57

１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の

原
動
機
付
自
転
車

小
型
特
殊
自
動
車

１
２
５
ｃ
ｃ
を

超
え
る
二
輪
車

三
輪
ま
た
は

四
輪
の
軽
自
動
車

４
月
１
日
現
在
で
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る

人
に
は
軽
自
動
車
税
が
課
さ

れ
ま
す
。

売
却
や
譲
渡
、
廃
棄
を
し

た
場
合
は
30
日
以
内
に
、
新

た
に
取
得
し
た
場
合
は
15
日

以
内
に
左
表
の
場
所
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
廃

車
申
告
が
遅
れ
る
と
引
き
続

き
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
盗
難
に
遭
っ
た
場

合
、
警
察
へ
盗
難
届
を
出
し

た
う
え
で
廃
車
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、

届
け
出
た
警
察
署
名
、
届
け

出
年
月
日
・
受
理
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

転入や住所変更をしたら

市へ届け出を
環境衛生課 436-2404

ま
た
、
地
下
水
を
増
や
し
昔

の
よ
う
な
豊
か
な
湧わ

き
水
を
復

活
さ
せ
て
い
く
た
め
、
４
月
か

ら
、
井
戸
の
断
面
積
か
ら
ポ
ン

プ
の
能
力
に
よ
る
規
制
に
変
更

し
ま
す
。

な
お
個
人
の
家
庭
で
使
用
す

る
も
の
は
規
制
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象

ポ
ン
プ
の
出
力
が
０
・

75
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
、
地
下

水
を
事
業
用
に
用
い
る
も
の

改
正
に
よ
り
既
に
設
置
し
て

い
る
ポ
ン
プ
が
対
象
と
な
っ
た

場
合
は
、
４
月
中
に
使
用
の
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
（
次
の

規
制
内
容
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）

規
制
内
容

地
下
水
を
く
み

上
げ
る
位
置
を
深
さ
550
メ
ー
ト

ル
以
上
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し

災
害
用
、
銭
湯
、
他
に
水
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
著
し
く
難
し

い
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま

す（
届
け
出
は
必
要
で
す
）

届
け
出

新
た
に
設
置

す
る
場
合
は
、
30
日
前
ま

で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い

せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受 付 内 容

所  得  税

所  得  税
市・県民税

国民健康保険料

所  得  税
（申告書の提出のみ）

会　場

船橋税務署

市役所11階
　 大会議室

JR東船橋駅 
（北口階段下）

午前9時～正午
午後1時～5時

時 間

午前9時～正午
午後1時～4時

午前9時～午後4時

自転車は決められた場所に、ルールを守ってとめましょう

環 境 保 全 課
４３６－２４５２

▼
大
気
汚
染
の
事
前
協
議
が

な
く
な
り
ま
す

ば
い
煙
を
出
す
工
場
等
を
設

置
す
る
場
合
、
今
ま
で
県
に
届

け
出
を
提
出
す
る
前
に
市
と
事

前
協
議
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

権
限
が
移
り
届
け
出
先
が
市
に

変
わ
る
た
め
、
事
前
協
議
を
廃

止
し
ま
す
。

▼
水
質
汚
濁
の
規
制
は
今
ま

で
ど
お
り

工
場
や
農
畜
産
施
設
、
厨
房

ち
ゅ
う
ぼ
う

な
ど
、
汚
水
を
排
出
す
る
施
設

に
対
す
る
規
制
が
市
に
移
り
ま

す
。
規
制
内
容
、
届
け
出
先
等

は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
公
害
の
防
止
や
環
境
保
護
を
目
的
に
、
環
境
保
全
条

例
を
定
め
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
、
地
盤
沈
下
防
止
の
た
め
地
下

水
く
み
上
げ
の
規
制
が
変
わ
る
ほ
か
、
中
核
市
移
行
に
伴
い
大
気

汚
染
防
止
な
ど
の
権
限
の
一
部
が
県
か
ら
市
に
移
り
ま
す
。

市
に
権
限
が
移
る
こ
と
に
伴
う

大
気
・
水
質
汚
染
防
止
の
手
続
き 地盤沈下で道路より水位が高くなった海老川 

（昭和45年9月 宮本付近・手塚博禮氏撮影） 
ひろみち 

地盤沈下で道路より水位が高くなった海老川 
（昭和45年9月 宮本付近・手塚博禮氏撮影） 

ひろみち 

JR船橋法典駅のレンタサイクルも募集
1台を複数の人で利用するレ

ンタサイクル。駅に集中する
自転車の減少にも役立ちます。
利用期間
4月1日～16年3月31日※各年

度ごとの切り替え。1か月単位
の利用も可
１か月あたりの料金
○高校生以下 1050円
○一般 円
申込み
申請書に必要事項を書き、学生証または住所・氏名を確

認できるものを添えて直接または郵送で交通安全課へ※申
請書は同課、船橋法典駅第1・第7駐輪場で配布

船
橋
法
典
駅 

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
法
典 

木下街道 
至
市
川 

至
印
西 

生
後
３
か
月
以
上
の
犬
の

飼
い
主
に
は
、
毎
年
の
狂
犬

病
予
防
注
射
と
生
涯
１
回
の

登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
に
該
当
す
る
場
合

は
、
３
月
31
日

ま
で
に
環

境
衛
生
課
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
市
外
で
登
録
し
た
犬
（
届

け
出
時
に
鑑
札
を
持
参
）

※
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、

集
合
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん

○
本
市
で
登
録
し
た
犬
で
、

飼
い
主
や
住
所
の
変
更
を
届

け
て
い
な
い
場
合

※
犬
が
死
亡
し
た
場
合
も
届

け
出
を
（
電
話
で
連
絡
も
可
）

集
合
予
防
注
射
は
４
月
に

実
施
し
ま
す
。
日
程
等
は
、

広
報
３
月
15
日
号
に
掲
載
し

ま
す
。

今
ま
で
は
、
断
面
積
が
５
平

方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
井

戸
は
規
制
の
対
象
外
で
し
た
。

し
か
し
ポ
ン
プ
の
性
能
向
上
に

よ
り
、
規
制
対
象
外
の
井
戸
か

ら
も
地
下
水
が
大
量
に
く
み
上

げ
ら
れ
、
地
盤
沈
下
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。

規
制
対
象
を
断
面
積
か
ら

ポ
ン
プ
の
出
力
に
変
更

犬を飼っている皆さんへ

・犬のフンは放置せずに持ち帰りましょう
・かみつき事故防止のため、必ず引き綱を
して散歩しましょう
・犬の放し飼いは絶対にしないでください

お 願 い

環
境
保
全
条
例
を
改
正

事
業
者
に
よ
る
地
下
水

く
み
上
げ
の
規
制
内
容
を
拡
大



▼
ペ
ン
習
字

毎
月
第
２
・
４

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／
浜
町
公

民
館
／
入
会
金
・
月
会
費
各
１
０
０

０
円
／
中
山

431
・
５
４
６
１

▼
書
道

毎
月
第
２
・
４

午
後
１

時
〜
３
時
／
中
央
公
民
館
／
入
会
金

１
０
０
０
円
／
会
費
月
１
５
０
０
円

／
小
澤

431
・
７
６
３
０

▼
茶
道

毎
月
第
１
・
２

午
後
１

時
〜
４
時
／
高
根
台
公
民
館
／
入
会

金
１
０
０
０
円
／
会
費
月
２
０
０
０

円
／
園
田

467
・
７
１
５
４

▼
俳
句

毎
月
第
２
・
４

午
後
１

時
〜
４
時
／
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
／

会
費
月
３
０
０
０
円
／
北
村

477
・

９
２
９
０

▼
俳
句

毎
月
第
３

午
後
１
時
〜

３
時
／
新
高
根
公
民
館
／
会
費
月

500
円
／
染
谷

465
・
９
０
０
６

▼
料
理

毎
月
第
１

午
前
10
時
〜

午
後
１
時
／
高
根
公
民
館
／
会
費
月

１
０
０
０
円
／
渋
田
見

466
・
８
８

４
７

▼
音
楽
療
法

毎
月
第
１
・
３

午

前
10
時
〜
正
午
／
茶
華
道
セ
ン
タ
ー

（
ス
ク
エ
ア
21
ビ
ル
）
／
入
会
金
２

０
０
０
円
／
会
費
月
３
５
０
０
円
／

中
島

468
・
４
２
０
７

▼
健
康
体
操

毎
週

午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分
／
松
が
丘
公
民
館
／

入
会
金
１
０
０
０
円
／
会
費
月
１
５

０
０
円
／
池
嶋

462
・
５
１
７
７

（
夜
）

▼
フ
ラ
ダ
ン
ス

毎
月
第
１
〜
３

午
後
７
時
〜
９
時
／
西
部
公
民
館
／

入
会
金
１
０
０
０
円
／
会
費
月
２
５

０
０
円
／
梨
本

047
・
335
・
０
３
６
２

▼
社
交
ダ
ン
ス
（
初
・
中
級
）

毎

週

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
／
新
高

根
公
民
館
／
入
会
金
１
０
０
０
円
／

会
費
月
２
５
０
０
円
／
迎

む
か
え

462
・

７
７
６
４

▼
社
交
ダ
ン
ス
（
初
・
中
級
）

毎

週

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
／
中
央

公
民
館
／
入
会
金
１
０
０
０
円
／
会

費
月
２
０
０
０
円
／
前
原

425
・
３

４
９
６

▼
社
交
ダ
ン
ス

毎
月
第
１
・
３
・

４

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／

習
志
野
台
１
丁
目
町
会
会
館
／
入
会

金
１
０
０
０
円
／
会
費
月
３
０
０
０

円
／
高
井

464
・
１
５
１
６

▼
舞
踊
講
習
会

３
月
18
日

午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分
／
茶
華
道
セ

ン
タ
ー
（
ス
ク
エ
ア
21
ビ
ル
）
／
１

０
０
０
円
／
津
村

435
・
６
５
７
８

▼
千
葉
工
業
大
学
開
放
講
座
「
総
合

科
学
特
論
」

４
月
12
日
〜
７
月
26

日
毎
週

午
後
０
時
45
分
〜
、
２
時

30
分
〜
／
同
校
津
田
沼
校
舎
／
豊
か

な
暮
ら
し
と
地
球
環
境
問
題
ほ
か
／

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
／
１
科
目
５

０
０
０
円
／
同
校

478
・
０
２
３
５

●
そ
の
他

▼
「
写
遊
」
写
真
展

３
月
３
日

〜
７
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／

習
志
野
郵
便
局
（
津
田
沼
２
）
／
長

谷
川

472
・
３
２
０
０

▼
少
人
数
制
保
育
体
験
（
４
・
５
歳

児
）

３
月
４
日

午
前
10
時
〜
11

時
30
分
／
習
志
野
台
２
丁
目
自
治
会

館
／
水
筒
と
上
履
き
持
参
／
井
上

468
・
３
２
０
６

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

３
月
９
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／
中
央
卸

売
市
場
従
業
員
専
用
駐
車
場
（
同
市

場
北
側
）
／
NPO
地
域
循
環
た
わ
や
か

460
・
５
８
５
０

▼
子
育
て
サ
ー
ク
ル
交
流
会

３
月

11
日

午
前
10
時
〜
正
午
／
女
性
セ

ン
タ
ー
／
200
円
※
保
育
有
り
。
要

予
約
／
小
島

422
・
７
９
１
７

毎
週

ま
た
は

午
前
９
時
30
分
〜
、

11
時
〜
／
グ
ラ
ス
ポ
（
法
典
公
園
）／

各
先
着
10
人
／
６
４
０
０
円
／
市
テ

ニ
ス
協
会
・
山
部

457
・
６
７
２
４

●
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
３
月
８
日

午
後
５
時
40
分
〜
８

時
40
分
／
中
央
公
民
館
／
１
０
０
０

円
／
石
神

424
・
５
８
４
１

▼
３
月
15
日

午
後
６
時
〜
８
時
45

分
／
中
央
公
民
館
／
１
０
０
０
円
／

五
十
嵐

047
・
337
・
６
１
２
０

▼
３
月
16
日

午
後
５
時
30
分
〜
８

時
30
分
／
中
央
公
民
館
／
１
０
０
０

円
／
福
田

438
・
０
６
２
９

●
講
座
・
講
演
会

▼
講
演
「
心
か
ら
の
ふ
れ
あ
い
」

３
月
４
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

／
三
田
浜
楽
園
（
湊
町
２
）
／
講
師

小
島
八
重
子
氏
（
歌
手
）
／
船
橋
青

年
会
議
所

431
・
２
１
２
６

▼
大
正
琴
体
験
講
習

３
月
８
日
、

22
日
各

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30

分
／
習
志
野
台
公
民
館
／
森

475
・

８
５
６
６

▼
講
演
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
シ
ニ

ア
時
代
の
生
活
と
健
康
づ
く
り
」

３
月
11
日

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

／
海
神
公
民
館
／
講
師
生
島
ヒ
ロ
シ

氏
／
先
着
250
人
／
NPO
シ
ニ
ア
・
シ

ス
テ
ム
協
議
会

469
・
３
６
５
１

●
音
楽

▼
津
田
沼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
交
響
楽
団

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
３
月
16

日

午
後
６
時
30
分
開
演
／
高
根
台

公
民
館
／
先
着
200
人
／
上あ

げ

石い
し

461
・
２
６
４
２

▼
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
コ
　
フ
ル
ー

ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

３
月
16
日

午

後
２
時
30
分
開
演
／
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー
／
先
着
350
人
／
長
谷
川

090
・
９
６
７
５
・
６
１
５
０

▼
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
夜
空
の

虹
」

３
月
23
日

午
後
２
時
〜
、

６
時
〜
／
市
民
文
化
ホ
ー
ル
／
１
０

０
０
円
／
篠
田

435
・
３
４
０
２

●
ス
ポ
ー
ツ

▼
剣
道
体
験
教
室
（
小
学
生
以
上
）

３
月
９
日
〜
30
日
毎
週

午
前
10
時

〜
11
時
／
浜
町
公
民
館
／
竹
政

422
・
０
２
８
１

▼
合
気
道
体
験
稽け

い

古こ

（
幼
児
〜
小
学

生
）

３
月
９
日
〜
30
日
毎
週

午

後
２
時
〜
３
時
／
武
道
セ
ン
タ
ー
／

今
井

425
・
２
６
０
２

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
（
小
学
３
〜

５
年
生
）

３
月
30
日
〜
毎
週

午

前
９
時
〜
11
時
（
１
年
間
）
／
高
根

木
戸
近
隣
公
園
ほ
か
／
30
人
（
多
数

は
抽
せ
ん
）
／
２
０
０
０
円
／
３
月

８
日

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
・
中
島
（
〒
274
ー
0064
松
が
丘

２
〜
18
〜
18

465
・
６
９
９
２
）
へ

▼
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
（
55
歳
以
上
・

初
心
者
）

４
月
２
日
〜
６
月
６
日

平成15年（2003年）３月１日 No.1038 （4）

催

し

敬称略

水
市
農
業
協
同
組
合

（
地
域
福
祉
課
）

▽
３
万
円
　
芝
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
▽
４
９
８
４
円
　
医
療
セ
ン

タ
ー
売
店
募
金
箱
▽
１
万
円

野
本
美
紀
江
（
高
根
町
）
▽
２

万
３
０
０
０
円
　
西
武
百
貨
店

労
働
組
合
船
橋
支
部
▽
８
７
６

７
円
　
共
同
体
Ｓ
Ｐ
Ｃ
▽
10
万

円
　
野
澤
倭
子
（
七
林
町
）
▽

３
０
０
０
円

安
達
マ
ツ
子（
北

本
町
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

▽
２
万
300
円
　
池
田
信
（
二
和

西
）
▽
５
万
円
　
山
本
静
江

（
西
習
志
野
）
▽
11
万
４
０
０

０
円
　
東
葉
高
速
鉄
道

▽
１

万
円
　
Ｆ
13
あ
ゆ
み
の
会
▽
２

万
円
　
ナ
ル
ク
船
橋
▽
座
位
保

持
い
す
ほ
か
　
船
橋
東
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
電
話
お
願
い
手

帳
ほ
か
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
船
橋

営
業
支
店
▽
み
か
ん
70
箱
　
清

金額のないものは無料 金額のないものは無料 

▼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
新
舞
踊
名
流
会

３
月
12
日

午
前
11
時
開
演
／
市
民

文
化
ホ
ー
ル
／
遠
藤

466
・
４
４
２

４▼
ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ふ
な
ば

し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
16
日

午
後
０
時
30
分
〜
６
時
／
船
橋
ア
リ

ー
ナ
／
大
溝

471
・
９
７
０
４

▼
親
子
遊
び
（
０
歳
児
）

３
月
19

日

午
前
10
時
〜
11
時
／
船
橋
ア
リ

ー
ナ
／
菊
池

465
・
３
０
１
６

▼
少
年
少
女
囲
碁
大
会

３
月
23
日

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
４
時
30
分

／
東
部
公
民
館
／
幼
児
〜
中
学
生
先

着
400
人
／
500
円
／
山
下

493
・
４

１
１
１

▼
へ
ら
鮒ぶ

な

釣
り
大
会

３
月
30
日

午
前
５
時
30
分
〜
午
後
３
時
※
雨
天

決
行
／
富
里
の
堰せ

き
（
富
里
市
）
／
３

０
０
０
円
／
石
上

424
・
４
８
６
６

▼
吃き

つ

音お
ん

（
ど
も
り
）
を
考
え
る
つ
ど
い

３
月
30
日

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

／
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
／
苅か

り
部べ

070
・
５
３
９
９
・
４

５
４
９（
夜
）、

047
・
345
・
６
６
４
４

▼
２
歳
児
親
子
の
音
楽
遊
び

４
月

７
日
〜
７
月
７
日
毎
月
第
１
・
３

午
前
10
時
〜
10
時
45
分
／
三
山
市
民

セ
ン
タ
ー
／
費
用
１
回
１
０
０
０
円

／
松
沢

493
・
７
７
０
３

　
掲
載
内
容
　
原
則
と
し
て
市

民
が
市
内
の
公
共
施
設
で
行
う

も
の（
政
治
、
宗
教
、
営
利
目
的
、

及
び
そ
れ
ら
と
類
推
さ
れ
る
も

の
、
塾
な
ど
の
募
集
は
不
可
）

　
締
め
切
り
　

○
催
し
蚯
１
日
号
は
前
月
の
５

日
、
　
日
号
は
前
月
の
　
日
必

着
（
希
望
号
を
明
記
す
る
こ
と

○
会
員
募
集
蚯
受
付
順

※
同
じ
団
体
は
次
の
期
間
掲
載

で
き
ま
せ
ん
○
催
し
蚯
３
か
月

○
会
員
募
集
蚯
６
か
月

　
あ
て
先
　
広
報
課
「
け
い
じ

板
」
係
（
〒
　
―
　
※
住
所
不

要
、
薨
　
・
２
７
６
９
）
へ

8501

15

20

273

436

）

屋
と
裏
庭
に
縦
４
メ
ー
ト
ル
、

横
３
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
70
セ
ン

チ
の
穴
を
掘
り
、
そ
こ
に
落
ち

葉
と
黒
土
を
何
段
も
重
ね
ま
し

た
。
数
か
月
ご
と
に
、
全
体
を

よ
く
か
き
混
ぜ
、
空
気
を
入
れ

替
え
ま
す
。
ま
た
、
斜
面
の
土

を
軟
ら
か
く
し
、
木
の
く
い
を

打
ち
、
横
木
を
わ
た
し
て
土
留

め
も
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
黒
土
を
斜
面
に
運

び
、
固
め
、
ふ
き
な
ど
を
植
え

根
を
張
ら
せ
ま
す
。
土
を
掘
る

ス
コ
ッ
プ
隊
、
く
い
を
作
る
の

こ
ぎ
り
隊
、
土
を
運
ぶ
バ
ケ
ツ

隊
。
み
ん
な
で
分
担
し
協
力
し

あ
っ
た
一
番
大
き
な
作
業
で
し

た
。
思
っ
た
以
上
に
大
変
で
し

た
が
、
地
域
の
方
々
が
協
力
し

て
く
れ
て
、
作
業
は
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
森
を
守
り
育
て
る

チ
ョ
ウ
や
モ
ミ
ジ
が
美
し
く
紅

葉
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
は
25

年
前
に
、
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
植
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
育

っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
長
い
年
月
の
間
に
、

斜
面
の
土
は
流
れ
出
し
木
の
根

が
む
き
出
し
に
な
り
、
倒
れ
る

寸
前
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

去
年
４
月
か
ら
の
総
合

学
習
の
テ
ー
マ
が
「
東
小

の
自
然
環
境
を
生
か
そ
う
」

に
決
ま
り
、
こ
の
保
護
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

作
業
は
、
落
ち
葉
を
集

め
て
の
腐
葉
土
作
り
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
環
境
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
優
子

先
生
の
指
導
で
、
飼
育
小

高
根
東
小
６
年

小
早
川

紀き

恵え

さ
ん

私
た
ち
の
学
校
に
は
、
自
慢

で
き
る
緑
豊
か
な
森
が
あ
り
ま

す
。
春
に
は
桜
が
咲
き
、
夏
に

は
葉
が
生
い
茂
り
、
秋
に
は
イ

東
小
の
森
を
守
り
育
て
る

子子
どど
もも
記記
者者
通通
信信

こ
と
が
伝
統
と
な
り
、
ま
た
鳥

の
声
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
遊

べ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

八
木
が
谷
北
小
６
年

長お
さ

田だ

奈
美
さ
ん

私
の
家
の
裏
に
は
、
二
重
川

と
い
う
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

川
は
と
て
も
汚
く
、
川
底
に
は

ヘ
ド
ロ
が
た
ま
っ
て
い
て
、
悪

臭
も
し
ま
す
。
汚
い
理
由
は
、

川
の
途
中
か
ら
生
活
排
水
が
流

れ
込
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
二
重
川
は
、
今
、
工
事

を
し
て
い
ま
す
。
川
の
底
を
掘

り
起
こ
し
、
今
ま
で
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
を
土
に
変
え
、
川

幅
を
広
げ
る
そ
う
で
す
。

工
事
の
理
由
は
、
大
雨
な
ど

の
影
響
に
よ
り
洪
水
が
発
生
し
、

周
り
の
住
宅
や
畑
な
ど
に
被
害

よ
み
が
え
れ
！
二ふ

た

重え

川が
わ

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
か
ら

で
す
。
洪
水
の
原
因
は
、
川

が
せ
ま
く
、
蛇
行
し
て
い
る

た
め
、
水
の
流
れ
が
弱
く
な

り
、
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

工
事
を
し
て
い
る
人
に
話

を
聞
い
て
み
る
と
、「
こ
の

川
に
は
魚
も
何
も
い
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

川
を
き
れ
い
に
戻
す
に

は
、
す
ご
い
年
月
と
費
用
が

か
か
る
の
に
、
ほ
ん
の
少
し

の
時
間
で
こ
ん
な
に
汚
く
な

っ
て
し
ま
う
な
ん
て
…
。
す

ご
い
汚
れ
が
流
れ
込
ん
で
き

て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

一
刻
も
早
く
、
こ
の
工
事

が
終
わ
っ
て
、
も
と
の
き
れ

い
な
二
重
川
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

田
谷
　
鋭
選

伊
藤
　
白
潮

選

さ
り
さ
り
と
ス
ニ
ー
カ
ー
に
音
た
た
し
め
て
あ
の

子
も
こ
の
子
も
薄う

す

氷ら
ひ

を
踏
む
二
和
東
５
　
宮
本
き
よ
子

進
歩
す
る
科
学
の
悲
劇
か
生
と
死
を
一
瞬
分
か
ち

て
シ
ャ
ト
ル
落
ち
ゆ
く

高
根
台
３
　
能
登
　
鶴
雄

春
近
き
枯
野
に
遊
ぶ
白
鷺
を
ベ
ッ
ド
の
義
母
は
飽

か
ず
眺
む
る

習
志
野
台
８

黒
沢
　
信
子

職
探
し
せ
ね
ば
な
ら
ね
ど
文
芸
の
夢
も
も
つ
ゆ
ゑ

今
朝
も
ペ
ン
持
つ

藤
原
３
　
田
中
　
澄
子

高
層
の
ビ
ル
の
殖
え
ゆ
く
下
町
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
震
災
碑
立
つ

新
高
根
１
　
川
村
　
裕
司

〔
選
評
〕
一
首
目
。
冬
の
子

ど
も
の
ひ
そ
か
な
喜
び
と
言

え
よ
う
か
、
登
校
時
な
ど
に

多
い
情
景
を
歌
っ
て
い
る
。

二
首
目
。
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
事
故
を
と
ら
え
た
。
こ

う
し
た
大
事
件
を
も
歌
え
る

短
歌
の
特
質
は
貴
重
だ
と
言

え
よ
う
。
三
首
目
。
白
サ
ギ

は
日
本
の
古
代
か
ら
い
た
ら

し
く
絵
画
に
も
あ
る
と
い
う
。

ベ
ッ
ド
の
老
い
た
人
に
か
よ

う
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
四

首
目
。
現
代
の
生
活
と
趣
味

と
が
そ
の
ま
ま
に
出
て
い
て

納
得
さ
せ
る
。
五
首
目
。
東

京
の
下
町
あ
た
り
か
と
思
っ

た
。
こ
う
し
た
作
の
場
合
、

注
記
に
そ
の
場
所
を
示
し
て

あ
る
と
あ
り
が
た
い
。

さ
ば
さ
ば
と
役
員
受
け
し
山
笑
ふ

上
山
町
２
　
福
永
　
直
子

一
日
は
甘
へ
て
三
日
風
邪
に
臥
す三山

９
　
小
嶋
　
光
子

至
福
か
な
わ
ら
苞づ

と

の
香
の
納
豆
餅丸山

１
　
樋
口
さ
つ
き

装
ひ
は
そ
れ
な
り
に
春
父
卒
寿

海
神
１
　
石
田
　
淑
子

卵
割
る
角
を
さ
が
せ
り
春
ど
な
り宮本

７
　
浜
野
　
照
美

〔
選
評
〕
福
永
さ
ん
の
引
き
受

け
た
の
は
町
会
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
か
。
さ
ば
さ
ば
が
何
と
も
い

い
。
春
の
山
も
笑
う
か
の
よ
う

だ
。
小
嶋
さ
ん
の
は
風
邪
も
ま

た
夫
婦
間
の
愛
の
き
ず
な
。
１

日
と
区
切
っ
た
の
も
楽
し
い
。

樋
口
さ
ん
は
根
っ
か
ら
の
納
豆

好
き
な
の
だ
ろ
う
。
石
田
さ
ん

の
父
上
は
九
十
歳
、
身
だ
し
な

み
を
忘
れ
な
い
元
気
さ
な
の

だ
。
浜
野
さ
ん
の
は
い
か
に
も

春
を
迎
え
る
気
分
、
卵
を
割
る

音
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
酒

井
さ
ん
の
初
音
の
句
も
よ
か
っ

た
。

投
稿
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
短
歌
と
俳
句
の
別
を
書
い
て
広
報

課（
〒
273
―
8501
※
住
所
不
要

436
・
２
０

１
２
）へ
。
締
切
日
は
前
月
の
５
日（
必
着
）

公営競技課蕁436-2163

電車・バスをご利用ください
※京成線船橋競馬場駅より無料送迎バス有り
電車・バスをご利用ください
※京成線船橋競馬場駅より無料送迎バス有り

公営競技課蕁436-2163

電車・バスをご利用ください
※京成線船橋競馬場駅より無料送迎バス有り

公営競技課蕁436-2163

G 第37回
春のスピード王
決定戦場外（浜松）
3月8日 ～12日

会

員

募

集

アドレスは http://www.city.funabashi.chiba.jp/ です。また、朝日、毎日、読売、産経、東京、千葉日報、日本
経済の7紙を購読していない世帯には無料で郵送しています。 申込み 広報課 436-2012へ

広 報 ふ な ば し は
ホームページで見られます



前11時～
・高根台 毎週 ～ 午前11時～
子育て談話室（南本町・高根台） 6日
午前10時30分～11時30分／看護師・栄

養士のミニ講座「春に多い感染症」「乳製
品を使った料理」と談話、身体測定
すてきなはがき作り（高根台） 3日

～7日 午後2時～3時※4日 、7日 は午
前10時～11時も実施
以下は南本町子育て支援センターへ申

し込み※先着順
子育てママのリフレッシュ（南本町）

13日 午前10時15分～11時30分／ビーズ
でアクセサリー作り／乳幼児の保護者20
人（保育有り。要予約）
講演会「食にこだわりをもって…」（高

根台） 18日 、27日 各午前10時～11
時／講師小倉義恵氏（家庭栄養研究会）
／乳幼児の保護者各30人
子育て健康相談（会場:浜町公民館）

19日 午後2時～3時30分／小児科医師の
ミニ講座「乳幼児の病気と対応」／乳幼
児と保護者15組

3月の休館日 毎週 ※21日 は開館
入館料 一般100円、小・中学生50円

縄文後期の遺跡・宮本台貝塚の写真パ
ネルや出土した土器、石器などを展示し
ます。
□期間5月4日 まで

遺跡からの出土品のレプリカやジオラ
マ、ワークショップの作品などを展示し
ます。
□日時3月1日 、2日 午前10時～午後8
時　会場ららぽーと1ウエストコート

□対象小学生以上（低学年は保護者同伴）
定員各回先着20人（予約可）
どんぐり縄文クッキー作り 8日 、25

日 午前10時～、11時～、午後1時～、2時
～、3時～／50円
ガラスに縄文の絵を描こう 9日 午前

10時～、午後1時～（約2時間）／講師片
岡操氏（美術デザイナー）／300円
縄文の音色～竹で楽器を作ろう～ 16

日 午前10時～、午後1時～（約2時間）／
講師野村俊幸氏（美術デザイナー）／300円
木の実で笛を作ろう 23日 午前10時

～、11時～、午後1時～、2時～、3時～／
講師篠原智花

ちか

氏（美術デザイナー）／100円
エコクラフトを使ったかご作り 26日

■縄文体験ワークショップ（3月）

■出前展示「縄文との出会い」

■小企画展「宮本台貝塚」

飛ノ台史跡公園博物館蕁495-1325

当日先着300人

童話の主人公になってみよう（映像の
合成遊び） 4月1日 ～5日 午前9時30
分～11時20分／子ども美術館
アンデルセン童話歌劇 4月2日 午前

11時～、午後2時～／メルヘンの丘ゾーン
アンデルセン像と写真を撮ろう 4月2

日 正午～／当日先着50人に記念写真を
プレゼント／メルヘンの丘ゾーン
アンデルセン童話のクイズラリー 4月

5日 、6日 午前10時～午後3時／子ども
美術館／中学生以下

3月の休園日 毎週 、25日

□日時3月16日 午前10時～午後3時※雨
天は21日
フリーマーケット 100店※出店受付は

終了
つり大会 午前10時～（計測は午後1時

30分～。計測後も4時までつれます）
／500円※上位5人に記念品有り
園内ウォークラリー 午前11時～／園

内に隠されたキーワードを集め暗号を解
こう／小学生以下当日先着50人※参加賞
有り
ゲームコーナー 輪投げ、コリントゲ

ーム、パターでビンゴ、ディスクだター
ゲット、パークゴルフ／各1回100円

□日時・コース下表※各全8回　対象中学
生以上　定員各先着15人（中上級・上級
クラスは各8人） 費用 各1万500
円、 各1万5750円　申込み電話で海
浜公園へ

南本町 434-3910  相談専用 435-8333
高根台 466-5666  相談専用 466-3633
開館日時 毎週 ～ 午前9時～午後4

時※ 休
子育て相談 随時／保育士、心理発達

相談員、看護師、栄養士による、育児や
発達についての電話・来所相談
以下は当日自由参加
親子遊び 手遊び、パネルシアターなど

・南本町 毎週 午後2時～、 午

子育て支援センター（3月）

■テニススクール生募集（4月開講）

■ベイパークフェスティバル

ふなばし海浜公園 蕁435-0828

■アンデルセン・バースデーフェスティバ3月の休園日 毎週 （31日 は開園）、
4日

桜の開花予想クイズ 3月15日 、16日
／指定された桜の木の開花日を予想

アンデルセン絵本原画展（イブ・スパ
ン・オルセン作） 3月21日 ～5月5日
／子ども美術館
くつとばし 3月21日 午後1時～／ワン

パク王国ゾーン／小学生以下当日先着50人
アンデルセンの切り絵を作ろう 3月21

日 ～4月20日 の 午前10時～正
午、午後2時～3時30分／童話館
和太鼓の演奏 3月23日 午前10時30分

～、午後0時30分～／ワンパク王国ゾー
ン／出演:豊潤流ほのぼの太鼓
人形劇 3月29日 「3びきのやぎの

ガラガラドン」ほか、30日 「クッキ
ーのなる木」ほか／午前11時30分～、午
後0時30分～、2時～／子ども美術館
お話し会 3月29日 、30日 午後1時

～、2時30分～／童話館／絵本の読み聞か
せ、紙芝居、パネルシアターなど
スタンプラリー 3月30日 午前10時～

正午／メルヘンの丘ゾーン／小学生以下

■アンデルセン2003「桜だいすき!」

アンデルセン公園 蕁457-6627
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午前10時～、午後1時～（約2時間）／
100円
布織り（コースター作り） 27日 午

前10時～、11時～、午後1時～、2時～、3
時～／100円
粘土で縄文の器を作ろう 28日 午前

10時～、午後1時～（約2時間）／講師武
内カズノリ氏（美術デザイナー）／300円
石を使った勾

まが

玉作り 29日 午前10時
～、午後1時～（約3時間）／100円
火おこし体験 30日 午前10時～、11

時～、午後2時～、3時～／講師渡邊政
せい

治
じ

氏（考古研究家）／無料

3月の休館日 毎週 、21日 、27日
（月末整理日）
本とおはなしの会 下表※すべて午後3

時30分～／当日自由参加

北図書館「えほんの会」 3月6日 午
前11時～／絵本の読み聞かせと紹介／2～
4歳児と保護者／当日自由参加

※ 休。時間等はお問い合わせください

市民ギャラリー（3月）蕁420-2111

図書館 中央蕁460-1311、東蕁463-3611
  西 蕁431-4385、北蕁448-4899

・船橋市老人大学同窓会第13回
　　作品展（写真・陶芸・書・
　　絵画・手工芸・俳句）
・第11回美術集団スクエア　　　
　　NEW展（絵画・彫刻・華）
・第2回フェアリーフラワー
　プロデュース千葉支部会花展
・林明俊及び三田中国画クラブ
　　作品展
・10周年記念ニューアート展
　　（油彩・水彩）
・JUNの会絵画展（油彩・水彩）
・第24回船橋水墨画展

3　月 内　　容

26貉～30豸

12貉～16豸

19貉～23豸

22貍～23豸

25貂～30豸

5歳～
　小学3年生

対　象 3　月 会　場

全図書館
5日貉、12日貉、
26日貉

小学3～6年生

小学1～6年生

西図書館
19日貉
1日貍

東　 〃8日貍
中央 〃15日貍
北　 〃22日貍

 

◎ふなばしCITY NEWS
毎日午後0時30分～、7時30分～

テレビふなばし（CATV9チャンネル）

広報課 436-2015

◎サンデートーク
大きな変貌

ぼう

の時を迎えた船橋につい
て藤代市長が語ります。
2日 午前8時30分～8時45分

千葉テレビ放送（UHF46チャンネル）

（15分間）

10：30～
12：00

初級
中級

初級
中級

初中級 9：30～
11：00

初級
中級

初級
初中級

13：00～
14：30

初中級
中上級

初中級
上級

  － 11：10～
12：40

初中級
上級

初中級
中上級

コース コース貂 豸貉 貊 貍

３／１ ～
テニスコートを貸し出します
アンデルセン公園では、整備中の用

地を有効活用するため、その用地内に
あるテニスコートを貸し出します。
施設 テニスコート3面（ハード）
利用時間 午前10時～午後4時

※利用は2時間単位
料金 1時間310円（1面）

※駐車場（普通車）1台500円
申込み アンデルセン公園

457-6627へ

アンデルセン公園 

県民の森 至
三
咲 

至
小
室 

テニスコート 

習志野台児童ホーム 464-0001
・めっちゃ好きっス！ダンス
3月23日 午後1時～午後4時／
会場:習志野台公民館／小・
中・高校生のストリートダン
スショーほか／当日自由参加
金杉台児童ホーム 447-7837

・将棋教室 3月8日、22日各 午前10時
～正午／小学生以上／当日自由参加
・キッズフェスティバル 3月26日 午
前10時30分～ 人形劇※幼児（保護者同
伴） 27日 午後1時30分～ ドッジボ
ール大会※小学生以上 28日 午後1時

児童ホーム ※毎週豺、豢休
30分～ ビュンビュンゴマ作り※幼児
（保護者同伴）以上 29日 午後1時30分
～ ビーズ手芸※小学生以上／ ～ 当
日自由参加 費用100円を添えて事前に
申し込み（先着20人）
夏見児童ホーム 423-5999

・こどもまつり 3月9日 午後1時～3時
30分／ゲーム・駄菓子・制作コーナーほか
／幼児（保護者同伴）以上／費用100円を
添えて事前に申し込み
高根台児童ホーム 466-3638

・こどもまつり 3月1日 午前10時～午
後3時／音楽発表、制作・ゲームコーナー、
模擬店ほか／幼児（保護者同伴）以上／
当日自由参加

宮本児童ホーム 424-9842
・こどもまつり 3月9日 午前10時～午
後3時／模擬店、人形劇、民話のかたり、
マジックショーほか／当日自由参加
若松児童ホーム 433-7991

・人形劇 3月6日 午前10時15分～11
時／出演:人形劇団どんぶりこ／幼児（保
護者同伴）以上／当日自由参加
法典児童ホーム 429-0813

・ドッジボール大会 3月20日 午後1時
30分～4時／小学2～4年生、小学5・6年生
各先着40人／事前に申し込み
三咲児童ホーム 448-2397

・クイズに挑戦！ 3月9日 午後2時～3
時／小学生／当日自由参加

新高根児童ホーム 469-3940
・こどもまつり 3月9日 午前10時～午
後3時／ミュージカル、ふれあい動物園、
模擬店、もちつきほか／当日自由参加
飯山満児童ホーム 468-0411
・人形劇を楽しもう 3月14日 午前10時
40分～／2歳以上の子と保護者／当日自由
参加
海神児童ホーム 432-4661

・人形劇を見よう 3月6日 午前10時30分
～正午／幼児と保護者／当日自由参加
・にこにこ広場 3月11日 午前10時～正
午／リズム体操、ゲームほか／乳幼児と
保護者先着25組／費用100円を添えて事前
に申し込み

精神障害者
ピア（仲間）カウンセリング

精神障害者本人や家族の心の問題に、精神障害回復者クラブのメンバーが電話相談に応じます。 日時 3月9日 午
後2時～4時　 相談専用 423-3127 問合せ 精神障害者地域生活支援センター・オアシス 423-3126

◎テレビ広報「船橋だより」（再放送）
つどう! 奏でる! 感動する!

～10周年記念千人の音楽祭2003～
30日 正午～午後0時15分



事例 携帯電話のメールを見てアダ
ルトサイトを利用した。利用料は2000
円だったが、払おうと思っているうち
に1か月たってしまった。突然、料金が
未納なので1日500円の遅延金と調査料
を含め6万円を払うようにと携帯電話に
請求が来た。しかし請求はアダルトサ
イトの会社ではないようだ。明日中に
振り込むようにと言われたが、全額を
払わないといけないのか。
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今年度、各種演奏会やコンクール等で
活躍した市内小・中・高等学校の演奏会で

す。
□日時3月15日 午後1時開演　会場市民
文化ホール　出演校○合唱 高郷小、塚
田小、法田中 ○ギター 八木が谷中 ○ア
ンサンブル 法典小 ○マーチング 法田
中 ○管弦楽 宮本小、七林中、行田中 ○
吹奏楽 三咲小、古和釜小、海神中、市
立船橋高校　問合せ指導課 436-2863

□日時3月12日 午後0時15分～0時45分
会場市役所1階ロビー　出演安田由

ゆ

布
う

子
こ

（チェロ）、池田桜（ピアノ） 問合せ文
化課 436-2894

□日時4月10日～9月25日毎月第2・4 午
後1時30分～3時30分（全10回） 会場茶
華道センター　内容お茶会に招待されて
も困らない知識を身につける　対象茶道
に興味のある初心者　定員15人（多数は
抽せん） 費用1万7000円（お茶・菓子代
等） 申込み3月15日 までに、往復ハガ
キに住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、文化スポーツ公社「はじめての茶道

■はじめての茶道教室

■ロビーコンサート

■夢を育む虹のコンサート

教室」係（〒273-0005本町2～1～1市民ギ
ャラリー内 420-2111※ 休）へ

□日時3月16日 午前10時30分～午後4時
会場茶華道センター　席主東山

とうやま

宗園氏
（裏千家）、照井咲仙

さきせん

氏（大日本茶道学会）
問合せ市茶道連盟・山本 469-0085

□日時3月2日 午前11時開演　会場市民
文化ホール　入場無料 問合せ文化課
436-2894

里山研究家のケビン・ショートさんと、
初春の里山を歩いてみませんか。
□日時3月16日 午前9時北部公民館集合
～　会場どんぐりの森（豊富町） 定員
40人（多数は抽せん） 申込み3月6日
（消印有効）までに、往復ハガキに住所、
氏名、電話番号を書いて、農水産課「森
林の学校3」係（〒273-8501※住所不要
436-2494）へ

□日時3月20日 午前9
時30分～午後2時　会
場中央卸売市場　定員
25人（多数は抽せん）
費用1000円程度（材料
費） 申込み3月10日
（必着）までに、往

復ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号
を書いて、同業務課（〒273-0001市場１
～8～1 424-1151内線526）へ

成人、小児、乳児への心肺蘇
そ

生法と傷

■上級救命講習

■中央卸売市場の見学と料理教室

■森林
も り

の学校3

■市三曲祭（箏
こと

・三
さん

絃
げん

・尺八）
25周年記念演奏会

■月釜茶会

病者の応急手当を学びます。
□日時3月20日 午前9時～午後5時　会場
救急ステーション（市立医療センター隣）
対象市内在住、在勤、在学の18歳～65歳
の人　定員先着30人　申込み3月3日 か
ら消防局救急課 435-1191へ

□日時4月10日～7月17日毎週 午後1時30
分～3時30分　会場社会福祉会館　対象初
めて手話を学ぶ市内在住の人　定員25人
（多数は抽せん） 費用テキスト代実費
申込み3月10日 （消印有効）までに、往
復ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話
番号を書いて、身体障害者福祉センター
（〒274-0077薬円台5～31～1 466-1268）へ

□日時3月26日 午後2時～4時　会場船橋
商工会議所（本町1） 内容今年の経済と
金融問題について　講師額

ぬか

賀
が

信
しん

氏（㈱ち

■金融・経営講演会

■健聴者のための手話講習会（入門）

ばぎん総合研究所代表取締役） 定員先
着100人　申込み同会議所 435-8211へ

□日時3月21日 午後3時開演　会場市民
文化ホール　曲目モーツアルトの百面相、
ディズニーメドレーほか　入場料1500円
問合せ同合唱団・井上 431-2350
合唱団員を募集します 市内在住・在

学の小学生から高校生／練習は原則毎週
土曜日に市内の公共施設で行います／同
合唱団・井上 431-2350へ

□日時3月29日 午後2時～4時　会場郷土
資料館　講師川 喜久男氏（国立歴史民
俗博物館共同研究員） 定員先着60人
費用無料　申込み郷土資料館 465-9680
へ※ 休

■文化講演会
「房総の寺子屋と算学塾」

■船橋さざんか少年少女合唱団
創立20周年記念公演

献血にご協力を！ 県内では輸血用血液が慢性的に不足しています。皆さんのご協力をお願いします。受付時間午前10時～午後1時、2時～5時30分※ 休　会
場・問合せ船橋北口献血ルーム（本町6～6～1北翔ビル2階） 460-0521

□日時3月10日 午前10時～11時　会場中
央保健センター　定員先着30人　申込み
中央保健センター 423-2111へ

□日時3月13日 午前10時～※時間は30分
ごとの予約制　会場北部保健センター
内容歯の相談、みがき方ほか　対象個人
または親子　申込み北部保健センター
449-7600へ

■歯科衛生士による歯みがきレッス

■ウォーキング教室

□日時3月20日 午前10時～正午　会場北
部保健センター　内容母親同士の交流と
身体測定（希望者のみ） 対象生後3か月
～2歳未満の子と保護者　問合せ北部保健
センター 449-7600

該当する家庭には問診票を郵送しまし
たが、届かない人や12月以降に転入した
人は保健指導課 436-2382へ

□日時3月14日 午後2時～4時　会場船橋
保健所　内容講演「口唇・口がい裂児の
より良い食生活のために」、個別相談ほか
講師石井正俊氏（東京医科歯科大学講師）
ほか　定員先着30人　申込み県船橋保健
所 431-4191へ

■口唇・口がい裂のある
お子さんを持つ家族の集い

■ 3月の3歳児健康診査
対象は11年11月生まれ

■赤ちゃん広場
～子育て中のお母さんの交流～

成人健康相談 血圧測定、尿検査、健
康・介護相談※年齢問わず／問合せ保健
指導課 436-2382

乳児健康相談 午前10時～11時、午後1
時～3時に直接会場で受付※離乳食実演の
受付は各午前10時15分、午後１時15分ま

■健康相談（3月） で／身体測定、育児・離乳食・歯の相
談／母子健康手帳とバスタオルを持参／
問合せ保健指導課 436-2382

酒害相談

□日時3月18日 午後1時30分～2時30分
会場北部保健センター　内容離乳の進め
方の講話と実演　対象生後3か月～6か月
の子の家族　申込み北部保健センター
449-7600へ

□日時3月20日 午後1時30分～3時30分
会場在宅ケアセンター　内容ベットから
の移動の仕方など　対象高齢者を介護し
ている家族　定員先着20人　申込み在宅
ケアセンター 423-2551へ

■介護講座「移動と体位の交換」

■はじめての離乳食

夜間急病診療所
蕁４２４-２３２７  中央保健センター内

蕁４３５-２７２７ ※当番医をテープで案内

年中無休  午後9時～午前6時

小児科医師蚋土・日・祝休日午後6時～9時

年中無休   午前6時～9時、午後5時～9時

救急医療機関ネットワーク

蕁４３５-２７２７ ※当番医をテープで案内
休日診療

日曜・祝休日　午前9時～午後5時

蕁４２３-２１１３  中央保健センター内

　　　　  ※応急処置のみを行います

※受付は8時30分まで

休日急患歯科診療所

日曜・祝休日 　午前9時～正午

　下記でも当番医を紹介しています
　　http://www.qq.pref.chiba.jp/　
　　FAXアンサー 043-242-4199

虔

夜間・間・休日の急病は休日の急病は
健康保険証を持参してください
電話は番号をよく確かめておかけください

内科系・外科系医師蚋

消費生活センター発

携帯電話のアダルト
サイトで高額請求が…

センターから 有料サイトを利用し
たときは利用分を支払わなければなり
ません。しかし、高額な延滞料や調査料
の請求に応じる必要はありません。事
例では、利用料2000円に30日分の法定
利息をつけて、利用したアダルトサイ
トの会社に振り込むよう助言しました。
また最近、アダルトサイトを利用し

ていないのに、債権回収業者名で請求
のハガキやメール等が来ることがあり
ます。あわてて支払わずに、家族に確
認し、利用していないのなら支払わな
いことです。家に取りに行くと書いて
あっても、不安がらず冷静に対処しま
しょう。脅されるなど怖い思いをした
ら、すぐに警察に通報してください。

４２３－３００６

☆西船児童ホーム
　習志野台公民館
☆夏　見 　  〃
　塚　田 　  〃
　二　和   　〃
　東　部   　〃
　中野木自治会館
　新高根　公民館
　高　根 　  〃
☆海老が作　〃
　宮　本 　  〃
　三　田　   〃
　丸　山 　  〃
　習志野台出張所
　夏見台団地集会所
　浜　町　公民館
　三　咲　   〃
　市場3丁目集会所
☆海　神　公民館
●法典公園（グラスポ）
●薬円台　公民館
　高根台　   〃
　飯山満　   〃
☆松が丘　   〃
　八木が谷   〃
　西　部　   〃
　中　央 　  〃
　芝山6丁目会館
　下宿自治会館

10:00～12:00
10:00～13:00
10:00～14:00

　
10:30～15:00 

　
10:30～12:00
10:00～12:00
10:00～14:00
10:30～12:30 
10:30～14:00

10:30～15:00

9:30～12:30
10:00～12:00
12:00～15:00
12:00～15:30
13:30～15:30
10:00～15:00

　
10:30～15:00

　
12:00～15:30
10:00～15:00
12:30～15:00
10:00～12:00
10:00～13:00
13:00～15:00
10:00～15:00

4貂

10豺

11貂

12貉

13貅

6貅

●は歯科相談、☆は栄養相談が受けられます

日 程 会 場 時 間

14貊
17豺

19貉

20貅

27貅

25貂

28貊

5貉

7貊

7貊
10豺
14貊
17豺
19貉
24豺
28貊

　東部
　　中央
　東部
●中央
●北部
中央
●東部

3～4か月児
（離乳食実演指導有り）

日程 会　場 対　 象

5～11か月児
（奇数月生まれ）

3～11か月児

各
保
健
セ
ン
タ
ー

各
保
健
セ
ン
タ
ー

●印の会場では、ボランティア等による絵本の
読み語りを行います（10：30～、13：30～)

5～11か月児
（偶数月生まれ）

4貂
11貂
18貂
25貂
6貅
13貅
20貅
27貅

東部公民館
中央　〃　
東部　〃　
中央　〃　
中央　〃　
東部　〃　
東部　〃　
中央　〃

午後7時～9時
　小杉繁雄
 蕁043-254-7729　　

午後6時30分
    ～8時30分
佐藤国雄蕁431-5661

日程 会 場 時間・問合せ



離婚・相続・
　　　金銭等 市民の声を聞く課蕁436-2784※先着順

市民の声を聞く課蕁436-2784※要予約

 豺～貊午前9時30分～正午、
　　　 午後1時～3時

相 談 名 日 時 会場・問合せ

年齢問わず

14日貊午後1時～4時

心配ごと 社会福祉協議会蕁431-2653

豺福祉ビル3階蕁431-8923、
貂塚田公民館、貉薬円台公民館、
貅高根台公民館、貊JA船橋市三咲支店
／午後1時～4時

行政への要望苦情 6日、20日各貅午後1時～4時

人権、悩みごと
千葉地方法務局船橋支局蕁431-3681※要予約豺～貊午前9時～午後5時
市役所202会議室／
市民の声を聞く課蕁436-2784

12日、19日、26日各貉午後1時～4時

労災職業病 勤労市民センター／
千葉中央法律事務所蕁043-225-456729日貍午後1時～4時

高齢者の職業
（55～65歳） 市役所高年齢者職業相談室蕁436-2480豺貉貅貊午前9時～午後4時

融資 商工振興課蕁436-2475豺～貊午前9時～午後5時15分

商工会議所蕁435-8211豺～貊午前9時～午後5時

経営 市役所4階会議室／商工振興課蕁436-24754日、18日各貂午後1時～4時※予約制

技術改善
結婚 市役所結婚相談室／地域福祉課蕁436-23333日豺、貂貅午前10時～午後3時

60歳以上 福祉ビル3階／高齢者等権利擁護センター
蕁431-7560※定員3人。要予約25日貂午後1時30分～

税金 市役所201会議室／
税理士会船橋支部蕁437-8686貉午前10時～午後3時 年金 市役所202会議室／国民年金課蕁436-228225日貂午前10時～午後3時

身体障害者 身体障害者福祉センター蕁466-1268、薨
466-12697日貊午前10時～午後3時

視覚障害者 身体障害者福祉センター／社会福祉法人愛
光蕁043-484-6392※3日前までに要予約28日貊午後1時～4時

家庭教育 社会教育課蕁436-28956日貅蚋中央公民館、20日貅蚋東部
公民館／午前10時～午後3時

精神保健福祉 障害福祉課蕁436-2344※要予約7日貊午前9時～11時30分、
19日貉午後1時30分～4時

外国人 市役所202会議室／電話相談蕁436-2953
（国際交流室蕁436-2083）豺貊午前10時～午後4時

園芸 市役所202会議室前／譛緑の基金蕁436-255719日貉午後1時30分～4時30分

増改築
船橋増改築相談員協議会蕁466-3831
（住宅政策課蕁436-2712）

2日豸蚋高根台公民館、11日貂蚋市役所202
会議室前、16日豸蚋宮本公民館、25日貂蚋
市役所202会議室前／午前10時～午後3時

住まいづくり 船橋総合住宅展示場内船橋市モデル住宅
（夏見1）／住宅政策課蕁436-2712貍豸午後1時～4時

中高層建築紛争 宅地課蕁436-2694※要予約 貉～貊午後1時～4時

不動産
市役所706会議室／宅地建物取引業協会・
土地家屋調査士会・司法書士会各船橋支部
蕁423-1159

6日、20日各貅午後1時～4時

借地・借家 中央公民館／借地借家人組合千葉県連合会
蕁047-335-447229日貍午後1時～4時

※
豢
は
休
み
。
記
述
の
な
い
も
の
は
予
約
不
要

　
３
月
の
無
料
相
談
窓
口

中
小
企
業

女
　
性

行政書士 市役所202会議室前／
行政書士会　南支部蕁464-2510

生き方 女性センター蕁423-0757※要予約。電話
相談可

貂貊午前10時～午後4時、
19日貉午後4時30分～9時

法律 6日貅午前9時30分～午後2時30分、17日
豺午後4時～8時、26日貉午後1時～5時 女性センター蕁423-0757※要予約

12日貉午後3時～7時 女性センター蕁423-0757年金、社会保険

相 談 名 日 時 会場・問合せ

法
律

 豺～貊午前9時30分～正午、
午後1時～3時、貅午後4時～7時10分

産業医による
　働く人の
　  健康相談

市医師会会議室（中央保健センター内）／
電話相談 蕁424-9322
問合せ 船橋労働基準監督署蕁431-0181

6日貅午後6時30分～8時30分
※会社への訪問指導も受付

特許・意匠登録 20日貅午前10時～午後4時

平成15年（2003年）３月１日No.1038（7）

※5面まで

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

陸上自衛隊習志野演習場
3月の落下傘降下訓練等の予定

3日 ～7日 、10日 、11日 、13日 、
14日 、17日 ～20日 、22日 ～26日

日
程

問
合
せ

3月24日 に、防災課が消防指令センタ
ー（中央消防署裏）4階に移転します。こ
れに伴う機器移設のため、3月15日 ～18
日 は毎日正午と午後5時に放送している
チャイムが鳴りません。
□問合せ防災課 436-2033

地方税法が改正され、縦覧制度の改正
をはじめ、固定資産税の情報開示が拡充
されます。主な変更点は次のとおりです。
○固定資産税の縦覧期間が3月から4月に
変更になります

○納税者は、自分の土地・家屋だけでな
く、市内の土地・家屋の価格（評価額）
を見ることができます 縦覧制度（4月
のみ）

○借地や借家をしている人も、対象物件
について固定資産課税台帳の閲覧がで
きます 閲覧制度（4月以降いつでも）

＜縦覧制度＞ 日時4月1日 ～30日 午
前9時～午後5時※ を除く　縦覧場
所市役所2階固定資産税課　縦覧できる帳
簿の内容○土地 所在、地番、地目、地
積、価格○家屋 所在、家屋番号、種類、

■固定資産税の縦覧は4月1日から

■3月15日 ～18日 防災行政無
線のチャイムが鳴りません

構造、床面積、価格　縦覧できる人市の
固定資産税納税者と納税者の代理人※同
居親族以外は委任状が必要　費用無料
＜閲覧制度＞ 日時4月1日 ～毎日午前9
時～午後5時（ 、年末年始を除く）
閲覧場所市役所2階固定資産税課　閲覧で
きる台帳土地課税台帳、家屋課税台帳、
償却資産課税台帳※納税義務者と代理人
は前記課税台帳にかわる土地・家屋名寄
帳の閲覧可　閲覧できる人①納税義務者
②賃借権・使用権等の対価が支払われる
権利を有する人 ③固定資産の処分をする
権利を有する人※②③は権利を有する書
類が必要 ④①～③の代理人※同居親族以
外は委任状が必要　費用1件300円（縦覧
期間中のみ①とその代理人は無料）
□問合せ固定資産税課 436-2222

□支給の対象①交通共済 自動車・バイ
ク・自転車等による死傷事故のうち警察
で事故扱いになった場合 ②火災共済 火
災・落雷・爆発等による住居の焼損・損
壊および火災等により人が死傷した場合
年会費①大人500円、中学生以下250円 ②
1世帯360円　見舞金額①死傷の程度に応
じて2万1000円～100万円 ②焼損・損壊の
程度に応じて3万円～50万円、死傷の程度
に応じて1万円～50万円　共済期間4月1日
～16年3月31日　申込み各世帯に郵送済み
の納付書に会費を添えて、郵便局を除く
指定金融機関へ　問合せ自治振興課
436-2294

3月21日 ・23日 はJR船橋駅北口から
馬込霊園への臨時バスを運行します。彼
岸中は道路が混雑し、周辺の皆さんの迷
惑になりますのでバスをご利用ください。
□時間午前9時～午後3時ごろの間に随時
乗り場JR船橋駅北口8番　料金片道270円
問合せ環境衛生課 436-2402

□対象○公共職業安定所（高年齢者職業
相談室およびパートバンクを含む）のあ
っ旋で、市内在住の高年齢者（55歳以上
65歳未満）または心身障害者を雇用した
市内事業所の事業主 ○労働協約や就業規

■高年齢者・障害者を雇用した
事業主へ奨励金を支給します

■彼岸時の馬込霊園へは臨時バスで

■交通・火災共済の申込み受付中

則等で定年年齢を60歳以上に定めている
市内の事業所で、定年後も市内在住の人
を継続して雇用した事業主　交付金額月
額1万5500円　交付期間雇用月の翌月から
12か月間　申込み3月20日 ～31日 に商
工振興課 436-2477へ

河川整備計画の策定にあたり、県が地
域の意見を反映させるために開催した懇
談会の議事録を公開します。
第1回海老川流域懇談会の議事録（1月

27日開催） 3月10日 ～4月9日 午前9
時～午後5時※ を除く／県 南土木
事務所、市河川整備課、二宮・芝山出張
所／問合せ県 南土木事務所 433-2421、
市河川整備課 436-2612
第3回江戸川左岸圏域流域懇談会の議事

録（1月28日開催） 3月14日 までの午
前9時～午後5時※ を除く／県都市河
川課、県 南土木事務所、市河川整備
課／問合せ県都市河川課 043-223-3156、
市河川整備課 436-2612

□利用期間4月から1年間のみ　募集区画
数区画（1世帯1区画。多数は抽せん） 費
用年6000円～　申込み3月14日 （必着）
までにハガキに住所、氏名、電話番号、
「上山ふるさと農園希望」と書いて農水産
課（〒273-8501※住所不要 436-2490）へ
※申込みは1世帯1通。当選者への連絡を
もって発表とします。駐車場がないため
徒歩・自転車での利用となります

□勤務日時 ～ 午前8時30分～午後4時
30分　勤務場所医療センター　募集人数2
人　時給1590円※通勤手当・有給休暇有
り。社会保険・雇用保険加入　問合せ医
療センター総務課 438-3321

□業務内容市が主催する事業（公民館事
業は除く）の際、託児ルームで参加者の
子どもを預かり保育を行う　対象保育サ
ポーター養成講座の修了者、または保育
の経験がある市内在住の人　登録期間4月
から1年間　勤務日時必要に応じてその都
度事前に連絡　勤務場所市役所、女性セ

■保育ヘルパー登録者

■看護師（非常勤職員）

■上山ふるさと農園（上山町2）
空き区画の入園者

■河川流域懇談会の議事録を公開

ンター等　時給900円程度　申込み3月24
日 までに、所定の用紙と履歴書（写真
貼付）を男女共同参画課（〒273-8501※
住所不要 436-2084）へ。書類は同課と
女性センターで配布

□日時5月25日 午前9時～※ボーリング
は6月1日 種目・会場○陸上、卓球、
フライングディスク、
バスケットボール、フ
ットベースボール 県
総合運動場（千葉市稲
毛区）○水泳 県立四
街道養護学校（四街道
市）○アーチェリー
船橋アーチェリーレン
ジ（滝台1）○ボーリング（知的障害者の
み） 千葉リバーレーン（千葉市中央区）
対象・定員15年4月1日現在13歳以上の、
身体障害者 先着46人 知的障害者

制限なし　申込み3月12日 までに は身
体障害者福祉センター 466-1268・ 466-
1269へ、 は障害福祉課 436-2343へ

□日程4月27日 ～6月29日 種目 男
女シングルス 男女ダブルス 混合ダブ
ルス※各ランク分け有り 費用 2200円
1組2400円　申込み3月27日 までに費

用を添えてテニスショップアド（夏見1）
またはテニスショッププレ（前原西2）へ
問合せ市テニス協会・伊藤 465-1696

休園日　毎週
体育館個人開放日 8日、15日各 午前

9時～午後9時※2時間単位。種目は卓球、
バドミントン、インディアカ。用具持参
ウエートトレーニング講習会（初心者）
9日 午前9時～11時／トレーニング室／
マシンの使い方ほか／事前に申し込み

□対象施設運動公園（野球場、テニスコ
ート、自由運動広場）、若松公園（野球場、
テニスコート）、高瀬町運動広場　早朝利
用ができる日時4月1日 ～10月31日 午
前6時～8時　問合せ体育施設管理事務所
438-4461

■4月から野球場、テニスコート等
が早朝6時から利用できます

運動公園（3月）蕁438-4461※豺休

■春季市民テニス大会

■県障害者スポーツ大会

第１空挺団広報班 466－2141（内線444）

中核市まめ知識

Q 中核市になることができるのはどん
な市で、中核市になるためにはどんな
手続きが必要なの？
A 中核市になるためには人口が30万人
以上で、面積が100平方キロメートル
以上なければいけません。ただし、人
口が50万人以上であれば、面積に関わ
らず中核市になることができます。中
核市になるためには市議会の議決、県
の同意、総務大臣への申し出を行い、
国から指定されることが必要です。

中核市になるための
条件と手続きは？

中核市推進課 436－2932
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（古紙配合率100％）
市役所の車は昼間もヘッドライトを点灯します 3月3日 から、市の公用車全車は交通事故防止のため、昼間点灯

を実施します。 問合せ 管財課 ４３６－２１７４

ひと工夫。生活展とヘルシー
船橋フェアが、2月13日から18

日まで東武百貨店船橋店で開かれました。生活展では、
消費者団体・企業などが食や環境についての研究成果を
発表。健康コーナーでは、骨密度や体脂肪、体力測定等
が行われ、医師などの相談員が健康に生活するためのア
ドバイスをしていました。

生活と健康に

最新の調理器の展示に
メモを取る皆さん

写真
フ ォ ト

がとらえたホットなニュース

未来への賛歌ー。
「千人の音楽祭」

が2月9日に船橋アリーナで行われました。
10周年の今回は海外や国内からの多彩な
ゲストのほか、小学生から大人まで約
1800人の音楽愛好者が、クラシックやジ
ャズ、ポップス、邦楽などを演奏しまし
た。また昨年11月の日本管楽合奏コンテ
ストで最優秀グランプリを受賞した県立
船橋旭高校吹奏楽部も他の高校と合同で
演奏。ひときわ大きな拍手を受けていま
した。グランドフィナーレでは出演者と
観客合わせて5000人の大合唱が会場にと
どろきました。

市民が奏でる

市
で
は
、
歩
行
者
が
安
心

し
て
渡
れ
る
信
号
を
、
警
察

の
協
力
の
も
と
現
在
７
か
所

設
置
し
て
い
ま
す
。

高
根
小
の
通
学
路
に
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
と
歩
車
分
離
式
を
、

習
志
野
台
第
二
小
の
通
学
路

に
歩
車
分
離
式
の
信
号
を
設

置
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
押

し
ボ
タ
ン
を
押
す
と
交
差
点

は
歩
行
者
専
用
と
な
り
、
安

全
に
横
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

開
始
日
・
場
所

○
３
月

５
日

高
根
小
学
校
○
３

月
10
日

習
志
野
台
第
二

小
学
校
※
天
候
に
よ
り
延
期

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
合
せ

交
通
安
全
課

436
・
２
２
９
２

採血・分析コーナー
での健康チェック

法典地区市政懇談会が、2月15日
に地域から79人が参加し、丸山公民館
で開かれました。主な内容は次のとお
りです。
法典公民館の建て替えについて
法典公民館は昭和45年に建設され、

市内の公民館の中で2番目に古い施設
である。4～500人収容できる講堂を備
えた公民館への建て替えを強く望む。
市 本市の公民館は、海神公民館の設
置をもって25館構想が終了している。
今後は、財政状況をみながら、既存

の施設の建て替えに向けた体制づくり
を進めていく。実施計画では、17年度
から一番古い西部公民館の建て替えを
行う予定である。法典公民館は、その
後を予定している。建て替えにあって

小中学校合同の吹奏楽団の演奏

ステージいっぱいに繰り広げられた
法田中と海神中のマーチング

市三曲協会による邦楽の調べ

ア
メ
リ
カ
か
ら
初
参
加
の

ブ
レ
イ
ン
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

皆
さ
ん
は
「
声
の
広
報
ふ
な

ば
し
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
広

報
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き

込
ん
で
い
る
も
の
で
、
現
在
約

80
人
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

吹
き
込
み
を
し
て
い
る
の
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ

な
ば
し
声
の
広
報
連
絡
会
」
の

皆
さ
ん
。
昭
和
54
年
の
声
の
広

報
開
始
以
来
、
無
償
で
毎
月
２

回
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吹
き
込
み
と
い
っ
て
も
、
た

だ
原
稿
を
読
む
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
図
や
表
は
文
に
置
き

換
え
、
写
真
も
言
葉
で
説
明
し

ま
す
。
文
章
も
聞
く
だ
け
で
内

容
が
伝
わ
る
よ
う
「
こ
う
変
え

た
ら
ど
う
？
」と
、み
ん
な
で
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
表
現
を

工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を

横
で
聞
き
な
が
ら
「
広
報
紙
も

こ
う
書
け
ば
良
か
っ
た
な
」
と

こ
ち
ら
が
反
省
す
る
こ
と
も
。

市
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
熱
意
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
声
の
広
報
ふ
な
ば
し
」
の

郵
送
の
申
込
み
は
、
広
報
課

436
・
２
０
１
２
へ
。

（
泰
）

公民館 

交番 

船
橋
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ 

至御滝 

至船取線 

スクランブル スクランブル 

歩車分離式 歩車分離式 

高
根
小 

高
根
小 

至高根台 

至国道296号 

習志野台 
第二小 
習志野台 
第二小 

公園 

公園 

歩車分離式 歩車分離式 

習志野台第二小の通学路で

高
根
小
学
校
（
２
か
所
）

習
志
野
台
第
二
小
学
校

歩行者優先の
信号機を設置

は、場所の選定や施設の内容について
地域の皆さんと相談しながら進めてい
きたい。
木下街道の歩道の整備について
中山競馬場から馬込十字路先までの

木下街道のＵ字溝上の歩道を整備して
ほしい。
市 木下街道（県道市川印西線）につ
いては、道路管理者である県 南土木
事務所に改善を要請している。船橋法
典駅から馬込沢方向への400メートル
の区間については14年度末で約21パー
セントの用地を取得する予定である。
若干ではあるが広げたところを舗装し
ている。財政状況が厳しいながらも県
に要請していくし、市も県と共に危険
箇所を改善していきたい。

市民の声を聞く課
４３６－２７８４

法典地区市政懇談会

市長と語ろう
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